
５月１２日 「安全・安心な学校生活 ―自分の身を守るー」 
 

 

先週、立川の小学校に、不審者が入るという事件が起きました。はっき

りしたことはまだわかっていませんが、突然、教室に大人の人が入って大

きな声を出して、騒ぎ出しました。幸いなことに、子供たちは全員無事で

不審者も逮捕されました。 

たいへん、怖い事件です。もし、みなさんの教室にこのようなことが起

きたらどうしたら良いでしょうか。桜野小学校では不審者対応の避難訓練

を毎年行っています。今年は 7月に予定していますが、今回の事件を生か

し、７月を待たずに大事なことを確認していきたいと思います。 

まず、不審者に遭遇したらどうしたらよいでしょうか。「逃げる」こと

が大切です。そして大きな声で「助けて」と助けを求めましょう。 

学校では、不審者が入ったことが分かったときに、放送で「大きな荷物

が○○に届きました」と連絡をします。ここでは、不審者という言葉を使

いません。刺激を与えないためです。もし「大きな荷物」という放送があ

ったら、どこにいるのかしっかり聞いてそこから離れるようにします。 

安全な場所に逃げることができればよいのですが、もし教室の中にいた

場合は、教室の中に入らないように扉を閉め、中から鍵をかけて机や椅子

を扉のところに並べてバリケードを作ることが大切です。 

先生方は、子供たちの安全確保と、さすまたの準備をして、大きな荷物

の場所に行きます。学年内で、役割分担を確認しておいてください。また、

職員室にある「学校１１０番」の通報を素早くお願いします。 

このように、子供たちも、大人も、みなさん一人一人が、よく考え行動

することが求められます。今回の事件を、これからの学校生活に生かして

いきましょう。 


